青明舎　　フェイスシート

平成19年　5月　日　担当：原　佳伸

	入　所　者
	氏　名　　川口　和人　　様　　　　　男・女　　　　昭和45年10月26日生（　36歳）

	
	住　所　〒039－2231　上北郡おいらせ町東下谷内116－46　　　電話　0178－52－4080

	
	病　　名
	てんかん　心因反応
	合　併　症
	糖尿病疑い

	
	発症時期
	昭和57年頃（12歳時）
	罹 患 期 間
	約27年

	
	入院回数
	　　　1　回
	延べ入院年数
	　　　　　約3年6ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Ｄｒ）
	外来受診日
	水曜日（月1回）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（　8.3　万円）

	
	その他
	百石荘（3万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	社会適応訓練（百石荘）

	住まいの場
	　自宅

	利用年月日
	Ｈ17年3月30日
	身長
	182cm
	体重
	　　85kg

	最終学歴
	百石高等学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和63年4月～平成3年3月　　　八戸陸上自衛隊

平成3年4月～6年10月　　　　　埼玉市フジパン工場製造員

平成7年春～1ヶ月　　　　　　　　三沢市マツダ金属アルバイト

平成7年秋～1ヶ月　　　　　　　　百石町北日本ハムアルバイト

　職親

平成17年4月12日～　　　　　　　　特別養護老人ホーム　百石荘


	

	保　護　者
	氏　　名　川口　　ヒロ　様　　　　　　　続柄　　母　（同居　・否）

	利用目的

・生活上で困った事についての相談窓口

・社会適応訓練についての支援を受けたい

	入院・治療歴

	・昭和57年頃～　　　　　　　　　　　　　　　石田温泉病院・青森労災病院通院　　　

・平成11年10月13日～平成15年4月1日　　　浅虫温泉病院入院

・平成15年4月9日～　　　　　　　　　　　　青南病院外来通院　　



	生活歴

同胞4名の第4子として出生。小学校6年生時にてんかん発作（全般強直発作）が発症し石田温泉病院を受診。青森労災病院にて通院治療を受け、以降は石田温泉病院で投薬を受けていた。昭和63年、百石高校を卒業後、自衛隊八戸駐屯地に勤務。病気について職場の理解を得て就労したという。3年勤務したが、発作のコントロールがうまくいかず継続は難しいとの事で、平成3年上司の紹介により埼玉県のパン製造業に転職。会社の寮に住みながら3交代の勤務を平成6年秋頃まで続けたが、先輩と意見が食い違い人間関係が悪化。退職して自宅のあるおいらせ町へ戻る。帰郷後は製造業や食品加工業でアルバイトを行っていたがそれぞれ１ヶ月程度で辞めており定職には就いていない。平成11年9月頃より昼夜逆転した生活となる。病気や仕事の事を考えているうちに不安焦燥感が強くなり、物を踏みつける行為や隣家の車の窓ガラスをバットで叩き割る行為、バス停を倒す行為が出現。また家の外を走る車の音がうるさいと訴えるようになった。平成11年10月13日、石田温泉病院からの紹介で浅虫温泉病院に任意入院となる。入院後1ヶ月で開放病棟に移る。平成15年4月1日、一人暮らしと就労に向けて生活訓練の必要性があることから生活訓練施設「青山荘」に入所。同年5月20日より作業所うみねこ幸房利用開始。入所当初、本人は将来一人暮らしをする考えでいたが平成15年秋頃に母から「実家に帰ってくれば良い」と言われ、退所後は自宅に帰りたいと考えるようになる。平成17年2月、本人が就労に向けて百石荘での社会適応訓練を希望した事から同年3月7日9日13日の三日間、自宅で生活しながら百石荘の社会適応訓練体験利用を行う。訓練に対し正式利用したいと本人が考えた事から、4月12日から百石荘での社会適応訓練正式利用開始。平成17年5月生活環境が整ったことから青山荘退所となり自宅暮らしをしている。

　

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

おいらせ町の自宅で母親と長男と三人暮らしをしている。母が家事全般、本人への援助を行っている。姉は結婚し現在は八戸市、愛知県に住んでいる。お盆・正月等に帰省された時に出掛けたりしている。


平成　19年5月21日　（月）

	氏　名
	川口　和人　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和45年10月13日（　36歳）


	これまでの経過（前回評価日　H19年2月12日）

	・定期受診、内服出来ている。てんかんの内服薬が減量になって1年になるが体調に変化なく経過良好である。外来は月に1度（水曜日）受診している。血糖値については「良くなっているがまだ少し高い」と主治医に言われたとの事。体重は減少傾向にあり（身長182㎝、体重84.9㎏、ＢＭＩ25.6）特に運動の取り組みはしていないが、百石荘まで歩いたり自転車で通う機会が体重減少に繋がったのではと考えられる。睡眠もとれており生活リズムが整っている。訓練のない日は自転車でジャスコ等に出掛けたりする機会はあるが、自宅で体を動かす機会は少ないとの事。障害者同士の交流会には継続し参加すること出来ている。

　現在の訓練は週4～5日（8：30～12：00、8：30～13：30）になったが疲れはなく、自宅に帰ってきても余力があるとの事で体調を維持しながら訓練に取り組めている。

	長期目標（中期・短期）

	· 糖尿病を予防するための取り組みができ、生活リズムや体調を良好に保てる。

· 百石荘での訓練を続けながら、本人の希望する一般就労についても本人、家族と話し合える。


プラン計画者　氏名：　原　佳伸　

	支援内容
	介入方法
	支援期間

	1 百石荘での職親訓練を継続。

・将来の一般就労にむけた活動ができる。
	· メニュー表に従い訓練を継続し、体調に変化があるときは必ず訓練先のスタッフに伝える。

· 青明舎に来所されたときは現状についてスタッフへ伝える。また外来受診日以外でも青明舎に来所してもらい就労について相談してもらう。

· ハローワークに求職登録

· 今後の就労に向けての具体的な内容を関係機関と話し合い、役割を明確にして支援を行う。
	　3ヶ月

	②余暇時間の活用
	· 余暇は家に引きこもりにならないよう家族と外出したり、地域交流会、青明舎行事に参加するよう促す。
	   ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室










本人





愛知県名古屋市在住





おいらせ町在住　





八戸市河原木在住








